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博士の学位論文提出者

(学位規則第4粂第 2項該当)

学 位 論 文 題 目 Antibodiesagainstheatshockprotein60derived
fromHell'cobactez･pylorl':Diagnosticimplications
incardiovasculardisease
(抗- リコバ クタ一 ･ピロ リ熱 ス トレス蛋 白60抗体の
心血管疾患での診断的意義)

論 文 審 査 委 員 教授 山田 雅夫 教授 山本 和秀 准教授 草野 研吾

学 位 論 文 内 容 の 要 旨

病原由来HSP60に対する免疫反応は､分子的相同性によりHu･HSP60W-の免疫反応を起

こす防御反応 とされ､動脈硬化がHSP60抗体価で血清学的に予測可能かを検討 した｡対象

は性､年齢マッチングした心血管疾患(CVD)250名､非心血管疾患(non-CVD)293名で､

Hplysate(Hp)､Hp･HSP60S､合成ペプチ ド､Hu-HSP60W抗体価を検討 した｡Hp感染患

者はHp抗体価 とCVDに相関は無く､Hp･HSP60Wの特定部分 Hp･HSP60ⅠⅠ抗体価はCVD

と相関を認め､ⅠⅠ3(Glu141･Leu160)抗体価はHu･HSP60W抗体価 と同様にCVD と強い相関を

認めた｡Hp･HSP60I13とHu･HSP60W抗体価は､高感度CRP濃度と相関が無く､Hp･HSP60ⅠⅠ3

とHu･HSP60Wの交差免疫反応はCⅥ)の独立した診断指標 となることを示唆 していた｡20

アミノ酸Glu141･Leu160は､Hu･HSP60Wの構造部分で､Hu-HSP60W抗体を誘導 し､主要な

CVD関連エピトープであると考えられた｡ⅠⅠ3抗体価測定は動脈硬化の臨床的診断法とな

ると考えられた｡

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本研究は,ヘリコバクタ一 ･ビロリ (Hp)をはじめとする微生物由来の熱ストレス

蛋白60(以下HSP60)が,分子相同性によりヒトHSP60への交差免疫反応を誘導し,

動脈硬化形成に関与するとされていることから,動脈硬化の診断に抗HSP60抗体価の

測定が有用かどうかを検討したものである｡対象は,性,年齢を合わせた心血管疾患

250名,非心血管疾患293名で,抗原としてHpのlysate,各種Hp-HSP60(発現蛋白),

各種合成ペプチ ド,ヒトHSP60W(発現蛋白)を用いて,ELISA法で対象者の血清 IgG

抗体価を測定している｡その結果･Hp･HSP60の特定部分の発現蛋白 (Hp･HSP6011)

に対する抗体価は心血管疾患と相関をみとめ,さらになかでも ⅠⅠ3(Glu141･Leu160)合成

ペプチド(Hp-HSP60Ⅰ13)に対する抗体価は抗ヒトHSP60W抗体価と同様に,心血管疾

患と強い相関を示した｡以上の結果は,Hp-HSP60の ⅠⅠ3抗体価測定が動脈硬化の臨

床的診断法となることを示し,動脈硬化症の病態解明について重要な知見を得たものと

して価値ある業績と認める｡

よって,本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると絡める｡


